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オ
チ
l

オ
テ

-
四

オ
チ
ア
ヒ
ガ
ハ
落
合
川
鳳
至
郡
合
鹿
領
山
か
一
オ
チ
ユ
ウ
ゲ
ン
マ
チ
御
仲
間
町
金
搾
の
抑
制
町
一
番
・
御
先
弓
顕
・
御
先
筒
顕
・
大
組
踊
・
申
組
関
・
御
歩
一
外
に
関
す
る
事
貨
を
築
録
し
た
も
の
。
上
容
一
五
九

ら
渡
し
、
久
錨
屋
領
で
ご
叉
川
に
務
合
ふ
。
落
合
ま
一
名
。
明
和
五
年
七
用
品
u
六
日
夜
四
半
時
、
法
然
寺
前
一
郎
等
の
本
役
ゃ
.
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
表
小
勝
ご
十
一
僚
は
寛
文
九
年
に
、
中
容
一
六
瓦
僚
も
同
年
に
、
而

で
の
流
穏
四
粁
許
。
一
四
辻
御
仲
間
町
か
ら
出
火
、
小
家
サ
八
軒
焼
失
、
駿
一
人
。
こ
の
内
御
側
廻
の
肥
勝
役
を
勤
め
る
者
八
人
。
一
し
て
下
倉
一
八
一
僚
は
寛
文
十
一
年
に
成
っ
た
。
政

オ
チ
パ
カ
キ
落
葉
掻
百
姓
持
山
に
し
て
、
金
一
家
十
軒
許
と
あ
る
。
こ
の
御
仲
間
町
の
名
は
徒
に
絶
一
御
隣
奉
行
ご
入
、
平
士
役
か
ら
出
る
。
御
近
習
番
若
干
一
春
こ
れ
を
筆
記
し
て
そ
の
子
に
奥
へ
た
が
、
後
前
回

得
附
近
に
在
る
者
は
、
城
下
の
細
民
こ
L
に
燃
科
を
一
え
た
が
、
法
一
然
寺
町
四
社
と
い
へ
ば
上
川
除
町
の
末
一
人
、
平
士
・
御
異
風
・
御
射
手
J

新
一
脅
か
ら
武
裂
に
鍛
一
綱
紀
に
献
ず
る
に
及
び
、
番
名
が
定
ま
っ
た
も
の
で

採
取
す
る
が
故
に
、
往
々
山
紘
一
所
有
者
と
衝
突
す
る
一
で
、
も
と
仲
間
の
組
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
o
一
線
し
た
も
の
そ
探
り
、
警
衝
を
主
と
し
た
。
御
茶
加
一
あ
ら
う
。

こ
と
が
あ
っ
た
。
是
を
以
て
天
和
ご
年
藩
は
規
則
を
一
オ
チ
ョ
ウ
ギ
御
帳
木
大
製
品
す
瀞
で
、
金
持
に
↑
人
四
人
、
御
側
廻
り
御
茶
堂
の
捕
助
で
あ
る
。
部
屋
一
オ
テ
ウ
ヅ
イ
ケ
御
手
水
地
.
石
川
郡
枕
川
に
在

制
し
、
一
ヶ
用
六
次
に
限
っ
て
何
人
に
も
務
紫
掻
を
一
菅
録
し
伐
採
を
許
さ
ど
る
老
樹
只
木
ゃ
い
号
た
。
奥
一
附
坊
一
一
一
四
人
、
御
茶
堂
及
び
御
茶
加
入
に
隷
臨
す
る
一
っ
た
泊
。
加
越
能
萄
跡
絡
に
、
『
位
川
領
の
内
御
手
水

許
し
、
向
蛍
日
と
い
へ
ど
も
山
林
の
所
有
者
に
あ
ら
一
山
遊
覧
認
に
、
『
岡
県
砂
村
入
口
完
に
栃
の
大
木
あ
り
。
一
一
訪
中
市
で
あ
る
。
御
次
坊
若
干
入
、
御
次
内
の
給
仕
で
一
泊
と
申
所
有
。
四
間
四
方
棋
の
池
と
見
え
候
〈
ぽ
き

ざ
れ
ば
、
銀
叉
は
山
万
を
携
ふ
る
を
得
ず
と

L
た
。
↑
御
帳
木
な
り
o』
な
ど
L
見
え
る
。
一
あ
る
。
以
上
御
次
内
へ
は
表
の
諸
役
人
が
出
る
こ
と
一
所
あ
り
。
此
池
を
御
手
水
池
と
申
は
、
佐
古
明
峰
和

文
政
三
年
に
も
こ
の
令
は
倫
銭
返
さ
れ
て
ゐ
る
。
一
オ
チ
ヨ
ポ
ガ
イ
ケ
お
ち
ょ
ぼ
が
現
金
持
城
民
喝
を
得
ず
、
文
御
次
内
の
者
は
概
ね
御
側
廻
に
入
る
こ
一
向
近
在
太
平
寺
村
に
て
抑
の
時
、
白
山
櫨
現
御
影
向

オ
チ
バ
カ
タ
落
葉
描
一
加
。
金
揮
の
俳
人
抱
一
巳
御
檎
の
下
に
あ
っ
た
井
戸
青
い
ふ
。
方
言
井
脅
さ
一
と
そ
得
ぬ
制
で
あ
っ
た
。
一
あ
り
c
右
の
抽
に
て
縦
割
御
手
水
被
遊
候
拙
と
申
僻

饗
水
授
後
の
遁
悼
句
集
で
、
阿
羅
屋
の
慢
に
漏
れ
た
一
し
て
池
と
い
ふ
の
で
あ
る
o
苛
金
滞
御
防
の
あ
っ
た
↑
オ
ツ
ギ
ケ
イ
コ
御
次
稽
古
滞
侯
近
侍
の
毘
が
て
が
。
今
は
水
な
〈
、
池
の
・
跡
有
り
。
櫨
現
御
影
向
の

も
の
、
及
び
七
周
忌
の
手
肉
を
集
め
、
倶
走
庵
共
盟
一
時
、
お
も
よ
ぼ
と
い
ふ
女
が
ゐ
て
、
朝
夕
水
宥
汲
ん
一
勤
番
中
、
公
務
の
限
-P
・
以
て
文
武
の
惑
や
-
m
予
習
す
る
一
一
棚
は
、
白
山
よ
り
太
平
寺
野
趣
へ
、
布
幅
践
の
白
雲

が
編
第
し
、
寛
政
二
年
に
京
菊
舎
太
兵
衛
か
ら
出
版
一
だ
弁
で
、
前
閃
利
長
時
代
ま
で
こ
の
水
脅
使
用
し
た
一
そ
い
ふ
。
一
橋
に
怒
り
、
六
回

M
g除
巾
巾
史
博
ふ
0
』
と
偲
す
る
o

し
た
も
の
で
あ
る
o
本

書

に

は

芭

蕉

堂

閥

更

の

序

、

一

と

い

は

れ

る

。

一

オ

ツ

ギ

ユ

ツ

キ

御

次

日

記

四

加

。

一

名

加

州

一

し

か

し

太

平

寺

村

の

明

的

探

と

い

ふ

も

の

か

ら

が

郎

著
者
の
緒
言
、
m
m
友
の
序
、
需
菊
樹
八
水
の
敏
な
ど
一
オ
チ
ン
チ
ョ
ウ
御
事
町
食
仰
の
都
町
b
n
o
陣
一
御
次
日
認
。
前
川
利
家
の
純
生
か
ら
、
安
永
八
年
ま
-
に
健
し
い
。

が
あ
る
。
そ
の
緒
言
の
首
尾
に
務
葉
か
〈
の
訴
が
あ
一
川
川
上
新
町
附
近
に
あ
っ
た
。
普
滞
士
水
野
氏
の
別
一
で
の
最
略
目
前
で
あ
る
。
但
し
隊
長
十
七
八
年
、
寛
一
オ
テ
ウ
ヅ
バ
チ
御
手
水
鉢
能
奨
郡
賂
械
か
ら

ろ
所
か
ら
題
践
を
採
っ
て
ゐ
る
。
倶
走
路
は
叉
浮
梨
一
揺
が
あ
っ
た
厨
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
か
n
脅
得
た
の
で
一
永
九
年
乃
さ
一
十
年
、
正
保
元
年
乃
来
四
年
は
今
依
一
白
山
へ
の
笛
鷺
山
勝
で
、
北
施
ヶ
馬
場
か
ら
大
汝
岳

胞
と
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
饗
水
の
宵
像
が
裁
せ
ら
れ
一
あ
り
、
御
亭
跡
と
い
ふ
地
も
存
し
て
開
た
。
文
一
政
ご
十
本
と
な
っ
て
ゐ
る
。
一
に
向
か
は
う
と
す
る
途
中
に
あ
る
。
径
二
米
か
の
大

て
ゐ
る
こ
と
も
珍
し
い
。
一
年
町
内
の
小
家
脅
段
ち
、
そ
こ
に
定
芝
府
小
防
防
止
符
建
一
オ
ツ
ザ
カ
越
接
珠
洲
州
仰
木
郎
郷
に
臨
す
る
部
一
磐
石
の
商
が
凹
ん
で
水
脅
貯
へ
て
ゐ
る
も
の
で
、
管

オ
チ
バ
ヨ
ウ
落
業
者
一
加
。
金
得
の
俳
人
闘
一
築
し
た
。
一
務
。
九
十
九
都
の
北
伊
に
常
る
。
能
稜
名
跡
志
に
、
一
山
者
は
そ
れ
に
よ
っ
て
掲
脅
留
す
る
。
白
山
滋
賀
倒

哀
の
編
。
北
技
の
静
し
た
る
十
二
番
勾
合
、
芭
蕪
の
一
オ
ツ
キ
御
附
御
附
御
霊
山
・
御
附
物

-M・
御
附
一
『
新
保
よ
り
髄
坂
へ
十
沢
町
云
々
。
叉
吹
上
と
い
う
一
認
に
船
駒
配
と
す
る
も
の
も
問
じ
い
。
古
〈
向
山
把

解
を
施
し
た
初
懐
紙
の
五
十
額
附
合
、
佳
峰
等
五
吟
一
御
小
将
な
ど
L

い
ふ
場
合
は
、
務
侠
の
附
子
附
・
生
…
て
紬
坂
の
故
村
あ
り
o
山
上
に
有
っ
て
九
十
九
慢
を
一
に
は
、
『
太
男
知
麓
磐
石
上
有
=
泉
水
刊
上
潜
入
受
訪
英

の
紙
仙
に
支
考
の
註
し
た
も
の
等
が
あ
り
、
諸
家
の
一
母
附
叉
は
公
女
で
他
に
嫁
し
た
も
の
に
附
鴎
す
る
従
一
見
お
ろ
し
、
風
品
川
た
「
ひ
な
し
o』
と
あ
る
。
一
水
-
助
v
喉
。
若
初
審
輩
不
ν
知
v
望
v
之
扱
v
此
者
。
尺

消
息
及
び
渡
句
が
集
め
ら
れ
て
居
る
o
序
は
明
和
辛
一
臣
を
意
味
す
る
。
一
オ
ツ
サ
カ
ジ
ョ
ウ
越
按
披
珠
洲
郡
越
坂
に
在
一
水
忽
京
昌
大
浪
ぺ
其
水
悉
自
国
石
上
-
振
失
。
人
見
ν
之

卯
正
眉
宇
化
坊
。
大
坂
河
内
屋
茂
兵
衛
夜
。
一
オ
ツ
ギ
御
衣
務
侯
の
腐
る
所
の
次
室
で
、
近


